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「医療データ人材育成拠点形成事業」の選定結果 

 

 

 

１．プログラムの目的 

  本プログラムは、医療現場から大規模に収集される多様なデータの利活用を推進し、

質の高い医療を実現するため、医療データの活用基盤を構築・運営する人材や医療デー

タを利活用できる人材を育成することを目的とします。 

 

２．審査状況 

  医学部を置く各国公私立大学長宛に公募を行い、５件の申請を受け付けた後、「医療デ

ータ人材育成拠点形成推進委員会」における審査を踏まえ、この度、別添１のとおり２

件の事業を選定しました。 

 

３．その他 

医療データ人材育成拠点形成推進委員会（委員長：福井 次矢（聖路加国際大学長））

から、今回の選定について別添２のとおり所見が述べられました。 

 

 

＜本件に関する問合せ先＞ 

 高等教育局医学教育課 

大学病院支援室病院第二係 髙木、柿原 

         電話 03－5253－4111（2578） 

          03－6734－2578（直通） 

「医療データ人材育成拠点形成事業」について、２件の事業の選定を決定しましたの

で、お知らせいたします。 



No 区分 代表校名 連携校名 事業名

1 国 東京大学
筑波大学、富山大学、自治医科大
学

医療リアルワールドデータ活用人材育成事業

2 国 京都大学

大阪大学、神戸大学、滋賀大
学、鳥取大学、京都府立医科大
学、奈良県立医科大学、和歌山
県立医科大学、兵庫医科大学、
関西医科大学、近畿大学

関西広域　医療データ人材教育拠点形成事
業

医療データ人材育成拠点形成事業　選定結果一覧
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医療データ人材育成拠点形成推進委員会 所見 

 

 「医療データ人材育成拠点形成事業」では、複数の大学が連携し、それぞれの強み

や特色を生かして、医療データの利活用を推進できるトップレベルの人材を育成する

拠点を形成することを目的として、公募しました。 

 

公募の結果、申請のあった５件の事業において、教育プログラム・コースや、事業

の運営体制・マネジメント体制・連携体制及び事業の継続・普及に関する構想等につ

いて、推進委員会による書面審査、面接審査、合議審査を実施し、特に優れた２件の

事業を選定しました。 

 

  今回、選定された大学は各取組とも、実現性が高く、創意工夫されたものとなって

おりますが、委員会が求めた改善に関するコメントについては着実に改善し、計画を

確実かつ迅速に実行していただきたいと考えます。 

また、選定された各大学には、我が国における医療の質向上を担う取組を実施する

という決意を持って、取り組んでいただくとともに、下記の点を期待します。 

 ・常に先進的・革新的な取組内容となるよう自己点検・評価のみならず、医療界・

産業界のニーズを取り入れるための努力を欠かさないこと 

 ・代表校のみならず連携校も含め、長期的な展望に基づく具体的な事業継続方針を

策定の上、補助期間終了後は更に発展的な取組として実施できるよう工夫して取

り組むこと 

 

今回、特徴的なプログラムであっても、事業の構想・計画の具体性の観点等から、

相対比較の結果、残念ながら選定に至らなかった取組がありました。選定されなかっ

た各大学においては、本委員会から申請いただいた事業に対する所見をお伝えします

ので参考にしていただくとともに、今後も本プログラムの趣旨を生かした人材育成に

取り組んでいただくことを強く期待します。 

 

 

医療データ人材育成拠点形成推進委員会 

委員長 福井 次矢 
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